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中心線測量
　　　（１）中心線の要素

単曲線、クロソイド曲線の要素を求めます。
　　　　　　　曲線の型を選択します。

　　　　　　　入力データ

　　　　　　　　　・　単曲線　　　　　　　　　　　  ――　ＩＡ　Ｒ

　　　　　　　　　・　ｸﾛｿｲﾄﾞ曲線 基本対称　　　――　ＩＡ　Ａ 　Ｒ

　　　　　　　　　・　ｸﾛｿｲﾄﾞ曲線 基本非対称  ――　ＩＡ　Ａ１　Ｒ　Ａ２

　　　　　　　　　・　ｸﾛｿｲﾄﾞ曲線 凸型対称　　　――　ＩＡ　Ａ

　　　　　　　　　・　ｸﾛｿｲﾄﾞ曲線 凸型非対称  ――　ＩＡ　Ａ１　Ｒ
　　　　　　　「計算開始」で曲線要素を表示します。
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　　　　　　　計算書はありません。

　　　（２）中心線（幅杭）座標計算

ＩＰ点の座標と曲線要素・幅杭要素より中心線の座標及び幅杭の座標計算を行います。
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――　中心線データを作成します。

――　ﾌﾟﾗｽ杭・幅杭データを作成します。

――　中心線・ﾌﾟﾗｽ杭・幅杭データの修正・出力を行います。

――　中心線（幅杭）座標計算を行います。

――　計算結果の表示・出力をします。

――　曲線要素表の表示・出力をします。

――　計算結果の測点名、Ｘ、Ｙを座標ファイルへ登録します。

――　中心線（幅杭）計算の終了

１．中心線データの作成

　　　　　　中心線データを作成します。
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路線名　：　路線名を入力します。

起点の追加距離　：　路線の起点の追加距離を入力します。

最初のＩＰＮｏ　：　起点から数えて最初のIP点のIP番号を入力します。

中心線データ ：　起点ＸＹ　→　IP.ＸＹ、IP要素　→　IP.ＸＹ、IP要素  ・　・　・　　→　終点XY 

　　　　　　　曲線の型                  　――　IP要素

　　　　　　　０．起  点         　　       ――　無し

　　　　　　　１．単 曲 線　    　　　  　    ――　Ｒ

　　　　　　　２．クロソイド曲線基本対称     ――　A1、Ｒ

　　　　　　　３．クロソイド曲線基本非対称   ――　A１、Ｒ、A２

　　　　　　　４．クロソイド曲線凸型対称     ――　A１

　　　　　　　５．クロソイド曲線凸型非対称   ――　A１、R

　　　　　　　６．折 れ 点                 ――　無し

　　　　　　　７．終  点  　                ――　無し
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　　　中心線データ 座標ファイルより入力
　　　　中心線のIP座標が座標ファイルに登録済みの場合に利用してください。
　　「ファイルリスト」をクリックすると座標データの点名が表示されます。

　　　点名をマウスでクリック入力してください。

　　　　　「ソート」

　　　　　　・ 登録順　――　座標ファイルの登録順に座標を表示します。
　　　　　　・ 点名順　――　座標名のアルファベット順に座標を表示します。
   　＊　手入力が混在する場合は、クリック入力の後に手入力してください。
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　　　全て入力したら「書き込み」してください。
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２．プラス杭及び幅杭データ
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　　 中心線データと連結

　　　　　中心線の測点の追加距離を自動表示
します。

　　　　　　予め、中心線座標計算が行われ

　　　　　ていなければなりません。

・必要でない追加距離は、削除してください。

　　　・ 追加距離の小さい順に入力してください。

　　　・ プラス杭は、追加距離のみ入力してくだ
さい。

　　　・ 幅杭は、同一測点で片側２つまで入力できます。それ以上必要な場合は、次の行に追加距離を同じに

　　　・ して入力してください。

　　　・ 折れ点の幅杭計算はできません。

　　　・ 終点の幅杭計算はできません。
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左・右表示入れ替え
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中心線進行方向に対し、幅杭データの左・右表示を入れ替えるときに使用します。（河川測量の場合等）
全て入力が終了したら「書き込み」してください。　　既存の中心線データの後に書き込まれます。

３．データの修正・出力

　　　入力した中心線・ﾌﾟﾗｽ杭・幅杭データの修正・出力を行います。
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４．中心線座標計算

  　　中心線・幅杭座標計算を行います。

　　　計算の範囲

　　　　中心線計算　――　中心線・中間点の計算（幅杭データは無視）

　　　　中心線・幅杭計算　――　　中心線・中間点・幅杭の計算

　　　　測点名の種類を選択します。

　　　　　　　ＮＯ． ――　 一般路線測量

　　　　　　　ＳＴＡ ―― 　日本道路公団

　　　　測点ピッチを選択します。

      計算ピッチを入力します。

測点ピッチ ≧　計算ピッチ ≧ 0.5m

計算簿の開始ページを指定してください。
       「計算開始」で計算を始めます。
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　　　　　計算過程で曲線が重複している場合、「曲線重複」

　　　　　メッセージを表示します。
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幅杭データ入力で　　　　左・右表示入れ替えにチェックを入れますと、

中心線座標計算書に「　* 幅杭は(L)(R)表示を入れ替えています。　」のメッセージが出力されます。
       「結果表示」で中心線・幅杭座標の展開図を表示します。
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　　　　Ｘ－Ｙチェンジ　全体表示　範囲拡大　拡大　縮小　距離測定　面積測定
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方眼（メッシュ）ピッチ
＊ 「面積測定」は、ここではできません。
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５．計算結果の表示・出力

     中心線（幅杭）座標計算簿の表示・出力を
します。

６．曲線要素表の表示・出力

     中心線曲線要素表の表示・出力をします。
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７．計算結果を座標ファイルへ登録

　　　　中心線（幅杭）座標計算結果の　測点名、Ｘ、Ｙ、追加距離を

　　　座標ファイルへ登録します。
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（３）中心線等測設計算

座標ファイルに登録された基準点から

中心線等の測設（逆打ち）計算を行い

ます。

・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ
　　入力データ

　　　　　・ 作業地域の基準標高

　　　　　　　　平面距離を現地距離に逆投影するために作業地域全体の平均標高を入力します。

         登録された基準点に標高がある場合、省略可

　　　　　・ 基準点（器械点）

　　　　　　　　基準点の使用範囲を座標リストの中から選んでください。

　　　　　・ 測設点（計算点）

　　　　　　　　測設点の範囲を座標リストの中から選んでください。

　　　　　・ 計算範囲（半径）

　　　　　　　　基準点から測設点までの計算範囲を入力します。

　　「計算開始」で計算を開始します。

　　　　　　　　基準点（＊器械点）から使用範囲内の最も近い基準点（後視点）を３点検索してS・Tします。
　　　　　　　　基準点（＊器械点）から計算範囲以内の測設点（計算点）を検索してS・Tします。
　　　　　　　　縮尺係数は基準点のＹ座標を引数にして計算します。

　　　　　　　　現地距離（逆投影補正）は基準標高とジオイド高より計算します。

　　「計算書の出力」　――　計算書の表示・出力を行います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　新規に計算を行う場合、「計算書のクリア」してから行ってください。
　　「計算書のクリア」　――　今までの計算書を削除します。

　　計算書の利用方法

　　　　　・　現地で「＊器械点」にセオドライトを整置して後視点の計算方向角を合わせて視準します。
　　　　　・　測設点の計算方向角と現地距離を取ったところが測設する位置となります。
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（４）逆投影補正量計算

平面距離の現地距離に対する

逆投影補正量を求めます。
・　地球の曲率半径　＝　６３７０ｋｍ
・　計算範囲（500m　or　77㎜以内）
　　　　入力データ

　　　　　・ 作業地域の基準標高

　　　　　　　　基準面上の距離を現地距離に逆投影するために作業地域全体の平均標高を入力します。

　　　　　・ 作業地域のｼﾞｵｲﾄﾞ高

　　　　　　　　基準面上の距離を現地距離に逆投影するために作業地域全体の平均ｼﾞｵｲﾄﾞ高を入力します。

　　　　　・ 作業地域の縮尺係数

　　　　　　　　平面距離を基準面上の距離に逆投影するために作業地域全体の平均縮尺係数を入力します。

　　　　「計算開始」で計算を開始します。

　　　　「計算書の出力」で補正表の表示・出力を行います。
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　　　　＊　この補正表は迄表です。

　　　　　　　　平面距離0.000m～3.226mまで現地距離への補正量は  0mmです。

　　　　　　　　平面距離3.227m～9.679mまで現地距離への補正量は +1mmです。

　　　　＊　フリーソフトは計算書がありません。

（５）中心線 中間点の計算
中心線の中間点要素を求めます。　　　　　　　　　　　　　計算書はありません。
中心線の曲線の型により計算を分けて行います。
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――　中心線　直線の中間点要素を計算します。
――　中心線　単曲線の中間点要素を計算します。

――　中心線　クロソイド曲線の中間点要素を計算します。
――　中心線　中間点要素計算の終了
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・中心線　直線の中間点要素
計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

基点の要素

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　直線の基点となる点の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　　　　〃　　　　　　　中心線座標

接線方向角　： 　　　 　　〃　　　　　　　接線方向角

　　　　　　　　　　　中間点の要素

追加距離 ：　計算する中間点の追加距離
計算結果

　　　　　　    直線長（±Ｌ）　：　基点から中間点までの直線距離
                            －Ｌ： 基点より起点側に中間点あり
                            ＋Ｌ： 基点より終点側に中間点あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　中間点の座標

接線方向角　：　中間点の接線方向角

計算の範囲　――　直線区間
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　　　　　　　　　＊　基点より起点側でも計算可能です。
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・中心線　単曲線の中間点要素
計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

基点の要素

　　　　　　　　　　±半径　：　単曲線の半径（＋Ｒ：右回り、

－Ｒ：左回り）

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　単曲線の基点となる点の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　　　　〃　　　　　　　  中心線座標

接線方向角　： 　　　 　　〃　　　　　　　  線方向角

　　　　　　　　　　　中間点の要素

追加距離 ：　計算する中間点の追加距離

計算結果

　　　　　　    曲線長（±Ｌ）　：　基点から中間点までの曲線距離

                            －Ｌ： 基点より起点側に中間点あり
                            ＋Ｌ： 基点より終点側に中間点あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　中間点の座標

接線方向角　：　中間点の接線方向角

計算の範囲　――　BC　→　EC　or　BC　←　EC　の区間内
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・中心線　クロソイド曲線の中間点要素
計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

KAの要素

　　　　　　　　　　　　　　±パラメータ　：　クロソイド曲線のパラメータ

（＋A：右回り、－A：左回り）

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　基点（KA）の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　〃　  　　中心線座標

接線方向角　：   　〃　 　　　接線方向角

　　　　　　　　　　　中間点の要素

追加距離 ：　計算する中間点の追加距離

計算結果

　　　　　　    緩和曲線長（±Ｌ）　： 基点（KA）から中間点までの緩和曲線距離

                      　　－Ｌ ： 基点より起点側に中間点あり
 ＋Ｌ ： 基点より終点側に中間点あり
　　　　　　　　　　　　　　　    　　　座　標　： 中間点の座標

接線方向角　： 中間点の接線方向角

曲線の半径（±R）　： 中間点の曲率半径（＋R：右回り、－R：左回り）

計算の範囲　――　KA　→　KE　or　KE　←　KA　の区間内
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（６）任意点より中心線へ垂線を下ろす
任意の座標点から中心線へ垂線を下ろし、その点の中心線要素を求めます。

中心線の曲線の型により計算を分けて行います。　　計算書はありません。
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――　中心線の直線へ垂線を下ろす。

――　中心線の単曲線へ垂線を下ろす。

――　中心線のクロソイド曲線へ垂線を下ろす。

――　垂線を下ろす計算の終了
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・ 中心線の直線へ垂線を下ろす

計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

基点の要素

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　直線の基点となる点の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　　　　〃　　　　　　　中心線座標

接線方向角　： 　　　 　　〃　　　　　　　接線方向角

任意点座標　――　垂線を下ろそうとする点の座標

計算結果

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　垂線を下ろした点の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　　　　〃　　　　　　中心線座標

接線方向角　： 　　　 　　〃　　　　　　接線方向角

シフト量　： 　　　 　　〃　　　　から任意点までの距離（Ｒ：右側、Ｌ：左側）
計算の範囲　――　直線区間
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　　　　　　　　　＊　基点より起点側でも計算可能です。
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・ 中心線の単曲線へ垂線を下ろす

ＢＣの要素

　　　　　　　　　　　　　　　　　±半径　：　単曲線の半径（＋Ｒ：右回り、

－Ｒ：左回り）

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　ＢＣの追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　〃　中心線座標

接線方向角　：　　〃　接線方向角

任意点座標　――　垂線を下ろそうとする点の座標

計算結果

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　垂線を下ろした点の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　　　　〃　　　　　　中心線座標

接線方向角　： 　　　 　　〃　　　　　　接線方向角

シフト量　： 　　　 　　〃　　　　から任意点までの距離（Ｒ：右側、Ｌ：左側）
計算の範囲　――　BC　→　EC　の区間内
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・ 中心線のクロソイド曲線へ垂線を下ろす
　　　　　　　　　　　　緩和曲線長を変化させて繰り返し計算を行います。
ＫＡの要素

　　　　　　　　　　　　　　±パラメータ　：　クロソイド曲線のパラメータ

（＋A：右回り、－A：左回り）

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　ＫＡの追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　〃　中心線座標

接線方向角　：　　〃　接線方向角

任意点座標　――　垂線を下ろそうとする点の座標

計算結果

　　　　　　　　　　　　　　　　追加距離　：　垂線を下ろした点の追加距離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　座　標　：　　　　　　〃　　　　　　中心線座標

接線方向角　： 　　　 　　〃　　　　　　接線方向角

シフト量　： 　　　 　　〃　　　　から任意点までの距離（Ｒ：右側、Ｌ：左側）
計算の範囲　――　KA　→　KE　or　KE　←　KA　の区間内
計算精度 ――　１回前の緩和曲線長との差　＜　0.0000001m
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（７）クロソイド曲線の交点計算
クロソイド曲線と中心線が交差する点の要素と座標値を求めます。　　　　計算書はありません。
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――　クロソイド曲線と直線の交点計算を行います。

――　クロソイド曲線と円の交点計算を行います。

――　クロソイド曲線とクロソイド曲線の交点計算を行います。

――　クロソイド曲線交点計算の終了

・ クロソイド曲線と直線の交点
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略　図
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計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

クロソイド曲線KAの要素

　　　　　　　　　パラメータ（A）：　クロソイド曲線パラメータ
　　　　　　   　 KA座標（X）：　KAの座標

　　　　　　   　 KA座標（Y）：　　　　〃

　　　　　　   接線方向角（T）：　KAの接線方向角

　　　　　　   KE半径（±R）：　KEの半径（＋：右回り）

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　  　　（－：左回り）
直線の要素

　　　　　　　　　１点目P1（X）：　１点目の座標

　　　　　　　　　１点目P1（Y）：　　　　　〃

　　　　　　　　　２点目P２（X）：　２点目の座標

　　　　　　　　　２点目P２（Y）：　　　　　〃

計算の範囲　――　クロソイド曲線（KA～KE）の区間

　　　　　　　　　「計算開始」　――　計算を開始します。
計算精度（m）： １／１００００００

計算結果

　　　　　　　　　　　　　・　交点のクロソイド緩和曲線長

　　　　　　　　　　　　　・　交点の座標

　　　　　　　　　　　　　・　交点のクロソイド接線方向角

　　　　　　　　　　　　　・　交点から直線点までの距離

・ クロソイド曲線と円の交点

略　図


計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

クロソイド曲線KAの要素

　　　　　　　　　パラメータ（A）：　クロソイド曲線パラメータ
　　　　　　   　 KA座標（X）：　KAの座標

　　　　　　   　 KA座標（Y）：　　　　〃

　　　　　　   接線方向角（T）：　KAの接線方向角

　　　　　　   KE半径（±R）：　KEの半径（＋：右回り）

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　  　　（－：左回り）

円の要素

　　　　　　    中心座標（Mx）：　円の中心座標

　　　　　　    中心座標（My）：　　　　〃

　　　　　　  　　　  半径（R）　：　円の半径

計算の範囲　――　クロソイド曲線（KA～KE）の区間

　　　　　　　　　「計算開始」　――　計算を開始します。
計算精度（m）： １／１００００００

計算結果

　　　　　　　　　　　　　・　交点のクロソイド緩和曲線長

　　　　　　　　　　　　　・　交点の座標

　　　　　　　　　　　　　・　交点のクロソイド接線方向角

・ クロソイド曲線とクロソイド曲線の交点

略　図


計算桁　――　計算結果を小数点以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３位 or ６位）で表示します。

クロソイド曲線１の要素

　　　　　　　　　パラメータ（A１）：　クロソイド曲線パラメータ

　　　　　　   　 KA座標（X１）：　KAの座標

　　　　　　   　 KA座標（Y１）：　　　　〃

　　　　　　   接線方向角（T１）：　KAの接線方向角

　　　　　　   KE半径（±R１）：　KEの半径（＋：右回り）

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　  　　　（－：左回り）

クロソイド曲線２の要素

　　　　　　　　　パラメータ（A２）：　クロソイド曲線パラメータ

　　　　　　   　 KA座標（X２）：　KAの座標

　　　　　　   　 KA座標（Y２）：　　　　〃

　　　　　　   接線方向角（T２）：　KAの接線方向角

　　　　　　   KE半径（±R２）：　KEの半径（＋：右回り）

　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　　　 　 　　（－：左回り）

計算の範囲　――　クロソイド曲線（KA～KE）の区間

　　　　　　　　　「計算開始」　――　計算を開始します。
計算精度（m）： １／１００００００

計算結果

　　　　　　　　　　　　　・　交点のクロソイド緩和曲線長

　　　　　　　　　　　　　・　交点の座標

　　　　　　　　　　　　　・　交点のクロソイド接線方向角
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